
     男子第７１回・女子第３４回 北 海 道 高 等 学 校 駅 伝 競 走 大 会                            

     男子第６９回・女子第３０回 全国高等学校駅伝競走大会北海道予選会 

 

開  催  要  項  

 
主    催  北海道高等学校体育連盟  一般財団法人北海道陸上競技協会  北海道教育委員会 
後    援  札幌市  札幌市教育委員会  札幌市体育協会  毎日新聞社北海道支社  
主    管  札幌陸上競技協会  北海道高等学校体育連盟陸上競技専門部  北海道高等学校体育連盟札幌支部 
 
１ 期  日  平成３０年１０月１２日（金） 雨天決行 
        １０月１１日（木） 専門委員運営会議 １０：００ 札幌市南区体育館 
                  監督・主将会議         １３：００ 札幌市南区体育館 
                  開  会  式         １４：００ 札幌市南区体育館 
           １２日（金） 審判打ち合わせ          ７：２０ 真駒内野外競技場 
                  男 子 出 発         １２：００ 真駒内野外競技場 
                  女 子 出 発         １０：００ 真駒内野外競技場 
                  閉  会  式         １５：３０ 札幌市南区体育館 
 
２ コ － ス     男 子 豊平川河川敷マラソンコ－ス  ４２．１９５ ｋｍ 

女 子 豊平川河川敷マラソンコ－ス  ２１．０９７５ｋｍ 
 
３ 区  間 男 子 第１区１０，０００ｍ 第２区３，０００ｍ 第３区８，１０７.５ｍ 第４区８，０８７.５ｍ    
            第５区 ３，０００ｍ 第６区５，０００ｍ 第７区５，０００ｍ  合計４２．１９５ｋｍ 
 
       女 子 第１区６，０００ｍ  第２区４，０９７.５ｍ第３区３，０００ｍ  第４区 ３，０００ｍ 
            第５区５，０００ｍ  合計 ２１．０９７５ｋｍ 
 
４ 競技規則  ２０１８年公益財団法人日本陸上競技連盟競技規則及び駅伝競走基準による。 
 
５ 参加資格  
     （１）北海道高等学校体育連盟に加盟している高等学校生徒であること。 
  （２）一般財団法人北海道陸上競技協会の登録または登記競技者であること。 
  （３）主催大会参加者災害補償制度に加入した者、加入する意志のある者 
     （４）全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成チームは認めない。 
     （５）平成１１年４月２日以降に生まれた者。ただし、同一学年の出場は１回限りとする。 
     （６）転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし、一家転住等やむを得 
        ない場合は、支部長の許可があればこの限りでない。 
     （７）参加する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長が支障ないと判断した者とする。 
     （８）参加資格の特例 
        ア）上記（１）に定める生徒以外で、（２）～（７）の大会参加資格を満たした生徒については、別途に 
          定める規定に従い大会参加を認める。 
        イ）（５）のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回 
          限りとする。なお、高等専門学校については第３学年までの１９歳未満に限る。 
        ウ）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 
     【大会参加資格の別途規定】 
           １ 学校教育法第１２４条１３４条の学校に在籍し、全道高校体育大会に参加を認められた生徒であること。 
      ２ 以下の条件を具備すること。 
      （１）大会参加を認める条件 
        ア）北海道高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 
        イ）参加を希望する学校にあっては、学齢、就学年限ともに高等学校と一致していること。 
        ウ）各学校にあっては、支部の予選から出場が認められる。 
        エ）各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもと適 
          切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 
      （２）大会参加に際し守るべき条件 
        ア）全道高校体育大会参加生徒の指導基準及び全道高校体育大会参加者心得を遵守し、競技種目開催要項 
          及び申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 
        イ）大会参加に際しては、責任ある教員が引率すること。 
        ウ）大会参加料は、エントリ－選手１名１５００円とする。 
 
６ 引率責任者     引率責任者は当該校の教員で、監督は学校長の認めた教職員とする。ただし、引率責任者と監督が同一者 
        の場合は教員とする。 
 
７ チーム編成      
     （１）男子は監督１名、選手１０名とする。女子は監督１名、選手８名とする。 
     （２）課程（全日制・定時制・通信制）ごとの生徒によるチ－ムであること。 
     （３）男女とも課程ごとの複数校による合同チームの参加を認める。ただし、単独で出場している学校の選手 
        が、合同チームに参加することは認めない。また、１校から複数の合同チームへの参加を認めない。 

 （４）選手の怪我や体調不良により、大会当日にメンバー不足が生じた場合の大会への参加は認められない。 



 
８ 競技方法  
     （１）学校対抗とし、男女各１校１チ－ムとする。合同チームも順位に含まれる。 
  （２）競技中は、一切の伴走は認めない。 
  （３）競技規則・競技申し合わせ事項に違反した場合は失格とする。後日違反が判明した場合も同様とする。 
  （４）各中継所の選手の輸送は行わない。（各中継所へは現地集合とする） 
 
９ 参加申込  
     （１）申込方法 
          ①道高体連陸上専門部のホ－ムページ「全道駅伝」より以下の書類をダウンロードし、必要事項を記

入し、郵送または持参により申し込むこと。また、作成後、ファイルに学校名を付けてメール送信
すること。 

          ②申込書類一式 
            ア）参加申込書（男女別） → 【郵送】及び【データ送信】 
                 ※女子はピンクの用紙で印刷 
            イ）納金一覧表 → 【データ送信】 
            ウ）車両調査票 → 【データ送信】 
            エ）オーダー用紙 → 監督・主将会議受付にて提出 → 【持参】 
          ※オーダー提出後の選手変更ならびに区間変更は認めない。ただし、病気・不慮の事故等により支障 
           の発生した場合には補欠の起用を認める。（医師の診断書が必要） 
          ※個人情報の取り扱いに関して大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものと 
           し、これ以上の目的に利用することはありません。 
 
           道高体連陸上専門部のホ－ムページ 
 

https://www.doukoutairen-rikujyou.com/ 
 
     （２）申 込 先     
           〒００４－００６９ 

札幌市厚別区厚別町山本７５０－１５  北海道札幌厚別高等学校内 坂井秋人 宛  
(TEL011-892-7661) 

選手データー送信先 
 

sappororikusen@yahoo.co.jp 
  

（３）申込締切 平成３０年９月１４日（金） １７：００ 必着 
 
 
10 参 加 料     
     （１）選   手 エントリー選手１名につき １，５００円 
     （２）ナンバーカード代      １チーム ３，０００円 
 
        申し込み時に次の口座に振り込んでください。 

 
    銀 行 名      北海道銀行 北都支店 

口 座 名      北海道高体連陸上専門部 委員長 坂井秋人 

口座区分  普通 

店  番  １７６ 

口座番号  ０８７６７８０ 
 
11 宿  泊  宿泊については各学校で手配すること。 
  
12 表 彰 等      
     （１）表 彰  
       ①優勝校には優勝旗・優勝杯を授与する。２位には準優勝盾を授与する。 
       ②８位までの入賞校には賞状を授与する。 
    ③区間最高タイムを出した選手に区間賞を授与する。 
     （２）全国大会出場資格 
       ①男女の各優勝チ－ムに全国大会の出場資格を与える。ただし、合同チームが優勝した場合、２位の学校 
        に出場資格を与える。 
       ②記念大会で２校出場できる場合に合同チームが優勝・準優勝をしても出場資格は与えられない。 
         ※統廃合の対象となる学校の合同チームについては、この限りではない。 
 
13 連絡事項  
     （１）各選手は健康保険証を持参すること。 
  （２）競技中の傷害について、応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。 
  （３）着替え等の荷物については、「着せ替え方式」とする。前走者や次走者間で荷物をやり取りするなど各校 
        で対応すること。 
  （４）今後の変更点や連絡事項等は道高体連陸上専門部ホ－ムページ「全道駅伝」で確認すること。 
 



  


